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IN
F
O
R
M
A
T
IO
N上

田
市
の
自
治
の
基
本
原
則
等
を
定
め
る

条
例（
自
治
基
本
条
例
）を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

上田市の自治の基本原則等を定める条例検討委員会委員を募集します
　特色ある新市における自治の基本ルールについて、市民と市役所が連携しながら進めて
いくうえで基本となる「上田市の自治の基本原則等を定める条例（自治基本条例）」を検討す
るために条例検討委員会を立ち上げ、市民の皆さんや各種団体などからの推薦などによる
委員で構成します。また、規定により委員報酬が支給されます。
応募資格  市内在住の20歳以上の方で、月１回

程度の会議に出席できる方（公募に
より、審議会へ参画できるのは一人
１審議会まで）。

募集人数  若干名
任　期  委嘱の日（８月を予定）から、条例骨

子案を提出するまで。
応募方法  まちづくり協働課にある所定の申

込書に「私の考える市民の市政への

参加」をテーマ、レポート（800字以
内・書式自由）を添えて提出。面接、レ
ポート審査など委員選考により決定
します。

 応募用紙に必要事項を記入し、郵送
（〒386-8601まちづくり協働課あ
て。住所不要）かFAX（25・4100）、ま
たは持参にて提出してください。

締め切り 　７月７日㈪必着

　 まちづくり協働課　TEL22・4100（内線1703）

自治基本条例づくりを市民自らの手で進め、悩み、考え、議論することで、行政経営にどの
ようにかかわりを持ち、どう推進するかが明らかになってくるものと考えています。今後も
持続的に発展するためのまちづくりを進め、市民、議会、行政との一体感を醸成し、輝きを
持ち続ける上田市としていくためにも、市町村合併を果した今こそ、特色ある新市における
自治の基本原則を定める条例の策定を推進していく必要があります。

合併で分権型合併を選択
⬇

地域内分権を推進
⬇

七つの地域自治センターを設置

地域自治センターの機能 ・総合支所・支所機能（身近な住民サービスの提供）
・地域の多様な意見集約機関としての地域協議会の設置

・地域内分権の更なる推進
・地域住民が地域のことについて考え、まちづくりや公的な活動に
対する意識の高揚と実践（住民自治）

この自治体の基本理念と基本原則をわかりやすく
まとめたものが自治基本条例です

新生
上田市

機能の充実のために必要不可欠なこと

市民は公的サービスの受け手だけでなく、自らが主役となり、行政経営に参画しながら、
自分たちが暮らしていくまちを、自ら創っていこうという機運を助長し、協働によるまち
づくりを推進するための「わかりやすい」自治の基本理念と基本原則についてのルール作り
が必要となります。

合併
上田
地域

丸子
地域

武石
地域

真田
地域



その他公債費教育費土木費商工費農林水産業費衛生費民生費総務費

その他市債諸収入県支出金国庫支出金地方交付税市税

16
万
市
民
の
家
計
簿

平
成
19
年
度
下
半
期

 

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
度
上
半
期
と
下
半
期
の
２
回
、
定
期

的
に
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

 

今
回
は
、
平
成
19
年
度
下
半
期
の
会
計
別
収
支
状
況
、
地
方
債
残
高
、
市
有
財
産
、
一
時
借
入
金
の
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
。
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
）。

（注）市の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年の３月31日に終わりますが、
４～５月の２か月間は現金の未収・未払などを整理する期間（出納整理期
間）となっています。収入率・執行率の低い予算科目もありますが、この
２か月間でほぼ予算現額となる見込みです。

一般
会計

２
２
６
億
９
５
３
８
万
円

２
２
５
億
５
８
６
４
万
円

１
２
５
億
３
９
７
万
円

１
２
６
億
６
８
７
１
万
円

42
億
５
２
６
９
万
円

27
億
４
４
１
８
万
円

27
億
７
１
１
４
万
円

18
億
８
７
３
５
万
円

64
億
４
３
５
１
万
円

64
億
４
７
７
４
万
円

71
億
３
４
０
万
円

19
億
８
６
５
０
万
円

92
億
７
５
９
４
万
円

85
億
１
７
１
万
円

【歳入(収入)の状況】
予算現額　650億4,603万円
収入済額　567億9,483万円
収入率　　87.3％

予算現額（当初予算＋補正予算＋繰越予算の合計額）

収入済額

※その他＝地方譲与税、地方消費税交付金など
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【歳出(支出)の状況】
予算現額　650億4,603万円
執行済額　587億1,297万円
執行率　　90.3％

予算現額

執行済額

※その他＝議会費、消防費、災害復旧費など

★一般会計とは、市民に密着した福祉や教育、道路や公園の整備など、市政の基本となる会計です。

≪平成20年3月31日現在≫

※このため、今回お知らせする3月31日現在の内容は、
　決算の数値とは異なります。
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特別
会計
会計名 予算現額 収入済額 執行済額 会計名 予算現額 収入済額 執行済額

土地取得事業 ４億円 0円 5,000万円 駐車場事業 １億8,389万円 １億3,426万円 １億8,033万円

塩田有線放送
電話事業

4,759万円 4,155万円 4,247万円
市街地
再開発事業

２億1,357万円 6,984万円 ２億1,233万円

交通災害
共済事業

6,528万円 5,372万円 4,789万円
真田公共
下水道事業

12億4,219万円 10億8,654万円 10億8,254万円

同和地区住宅新築
資金等貸付事業

9,612万円 9,180万円 9,506万円
真田農業集落
排水事業

１億9,498万円 １億9,888万円 １億9,141万円

国民健康
保険事業

157億3,295万円 136億9,547万円 141億9,717万円
武石診療所
事業

１億6,072万円 １億4,477万円 １億3,698万円

老人保健事業 154億3,735万円 134億8,524万円 139億4,808万円
武石
簡易水道事業

１億2,346万円 １億1,948万円 １億1,570万円

介護保険事業 116億1,790万円 93億2,337万円 100億7,129万円
獅子ヶ城
簡易水道事業

767万円 1,026万円 511万円

社会福祉
授産事業

7,287万円 6,366万円 6,665万円
武石農業集落
排水事業

２億5,063万円 ２億4,560万円 ２億4,291万円

合　　計 458億4,717万円 387億6,444万円 406億8,592万円

会計名
収益的収支 資本的収支

予算現額 執行済額 予算現額 執行済額

水道事業
収入 28億8,940万円 29億4,395万円 ３億2,312万円 ２億7,791万円
支出 28億9,154万円 27億6,274万円 32億2,486万円 31億1,822万円

公共下水道事業
収入 47億8,497万円 48億3,238万円 49億4,689万円 52億6,136万円
支出 45億6,541万円 43億2,479万円 88億1,751万円 74億7,066万円

農業集落排水事業
収入 ９億0,723万円 ９億1,885万円 ２億2,772万円 ２億2,908万円
支出 10億4,131万円 10億1,507万円 ５億4,123万円 ５億1,397万円

産院事業
収入 ３億7,679万円 ３億8,341万円 0円 0円
支出 ３億7,679万円 ３億3,220万円 1,070万円 526万円

真田有線事業
収入 6,033万円 6,249万円 13万円 13万円
支出 5,729万円 4,424万円 915万円 27万円

公営企業
会計

資産
など

積 立 金 76億0,113万円
有価証券 １億4,935万円
出資による権利 16億8,776万円
土　　地 5,609,124㎡
建　　物 570,628㎡
山　　林 46,928,109㎡
住宅（敷地） 283,085㎡
　　（建物） 93,514㎡

【市有財産】（一般会計＋特別会計）

一般会計 658億3,711万円
特別会計 109億5,622万円
企業会計 879億9,696万円

【地方債現在高】
※「地方債」とは、地方自治体が道路や公園などを建設する財源として、
政府系機関や銀行などから借り入れる「借入金」のことを言います。

【一時借入金】　　　０円
※「一時借入金」とは、一時的に支払い金が不足する場合に、年度内に返
済することを条件に、金融機関などから借り入れる資金を言います。

★特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするために一般会計と分けて整理する会計です。

★公営企業会計とは、水道料金・下水道使用料などの収益によって運営される独立採算の会計です。

≪平成20年3月31日現在≫

≪平成20年3月31日現在≫

≪平成20年3月31日現在≫

　 財政課　TEL23・5113

※収益的収支：当該年度の経営活動に伴って発生するすべての収益と、それに対応するすべての費用を表したもの
※資本的収支：将来のために行う施設の整備などの経費と、その財源になる収入を表したもの
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情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
長
と
外
国
籍
市
民
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
内
在
住
の
外
国
籍
の
皆
さ
ん
か
ら
、

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
を
市
長
が
お
聞
き

し
ま
す
。上
田
市
に
つ
い
て
感
じ
る
こ
と
、

日
本
と
母
国
の
違
い
、
理
解
し
て
欲
し
い

こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
当
日
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
６
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室

　

上
田
市
国
際
交
流
協
議
会
事
務
局

　
　
（

秘
書
課
内
）

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
１
１
２
）

児
童
手
当
の
現
況
届
は

６
月
末
ま
で
に

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。
受
給
者
に
は
、「
平
成
20
年
度
児
童
手

当
現
況
届
」が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

記
載
事
項
を
確
認
し
期
限
ま
で
に
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
結
果
通
知
は
資
格

喪
失
に
な
る
方
だ
け
に
送
付
し
、
認
定
さ

れ
た
方
に
は
、
10
月
に
定
期
支
給
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
郵
送
で
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分

以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
６
月
転
出
の
方
も
提
出

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
小
学
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
養
育
中
で
、
児
童
手
当
の
認
定
請
求
を

し
て
い
な
い
方
の
う
ち
、
前
年
の
所
得
が

制
限
額
未
満
の
場
合
、
児
童
手
当
を
受
給

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

６
月
30
日
㈪

●
提
出
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
５
階
第
３

会
議
室
、ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

担
当
窓
口
ま
で
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
０
３
９

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

か
が
や
け
上
田
の
未
来
っ
こ

と
ー
く
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

子
育
て
や
教
育
を
中
心
に
、
市
政
全
般

に
つ
い
て
市
長
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
語
り

合
う
、
市
長「
か
が
や
け
上
田
の
未
来
っ

こ
」と
ー
く
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
ひ
ろ

ば
や
幼
稚
園
・
保
育
園
保
護
者
会
連
合
会

の
役
員
会
な
ど
へ
市
長
が
直
接
お
伺
い

し
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
た
ち

と
様
々
な
意
見
を
交
換
し
て
、
今
後
の
市

政
運
営
の
参
考
に
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
30
日
㈪
午
前
11
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

神
科
第
二
保
育
園
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

不
要

　

秘
書
課　

TEL
22
・
３
４
３
５

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録･

狂
犬
病
予
防
注
射

　

４
・
５
月
に
行
っ
た
春
の
予
防
注
射
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
犬
を
対
象
に
、
狂
犬

病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。
生
ま
れ
て
91

日
以
上
の
飼
犬
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
期
日　

①
６
月
22
日
㈰
、
②
７
月
６
日

㈰
●
場
所
／
時
間　

①
上
野
が
丘
公
民
館
／
午
前
８
時
50
分
〜

９
時
20
分
、
上
田
合
同
庁
舎
正
面
玄
関

前
／
午
前
９
時
40
分
〜
10
時
30
分
、
塩

田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
／
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

②
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
庁
舎
前
駐
車

場
／
午
前
８
時
30
分
〜
９
時

●
費
用　

登
録
済
の
場
合
／
３
２
２
０

円
、
新
規
登
録
の
場
合
／
６
２
２
０
円

（
登
録
手
数
料
含
む
）

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
２
１
６

ね
ん
き
ん
特
別
便
が

届
い
た
ら
確
認
と
回
答
を

　

社
会
保
険
庁
で
は
現
在
、
す
べ
て
の
年

金
受
給
者
・
現
役
加
入
者
に
対
し
、
各
人

の
年
金
加
入
記
録
を
お
知
ら
せ
す
る「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」を
順
次
発
送
し
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
届
い
た
ら
次
の
こ
と
を
確

認
し
、
必
ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
年
金
加
入
記
録
に
漏
れ
や
間
違
い
が
な

い
か
確
認
す
る
。
特
に
平
成
８
年
12
月

以
前
に
旧
姓
で
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
は
、
以
前
の
記
録
が
統
合
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
所
や
氏
名
の
変
更
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
４
階

に
あ
る
上
田
年
金
相
談
室（
受
付
日
時
／

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
。
年
末
年
始
は
休

み
）で
、
年
金
に
関
す
る
各
種
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

に
関
す
る
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

TEL
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

　
　

小
諸
社
会
保
険
事
務
所

　
　

TEL
０
２
６
７
・
22
・
１
０
８
０

依
田
窪
プ
ー
ル
６
月
28
日
㈯

午
後
１
時
オ
ー
プ
ン
！

●
営
業
期
間　

６
月
28
日
㈯
〜
８
月
31
日

㈰
●
営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時（
営
業
初
日
は
午
後
の
み
）

●
入
場
料　

子
ど
も
／
１
０
０
円
、
大
人

／
３
０
０
円

●
無
料
開
放　

６
月
28
日
㈯
午
後
１
時
〜
、

29
日
㈰
終
日

※
６
月
30
日
㈪
か
ら
は
通
常
営
業
と
な
り

ま
す
。

　

上
田
市
丸
子
地
域
振
興
公
社

　
　

TEL
42
・
１
０
０
３

�



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

お
知
ら
せ

お知らせ
平成19年に所得が減って所得税が
課税されなくなった方の減額措置
　国（所得税）から地方（市・県民税）への税源移譲が行われ、ほとんどの方は
平成19年６月から市・県民税が増え、平成19年分の所得税が減っています。
しかし、退職などで平成19年分の所得税がかからなくなった場合は、税源移
譲による所得税が減る効果を受けられません。そこで、税負担の増加を調整
するため、平成19年度の市・県民税に限り税源移譲前の税率を適用して減額
する措置が設けられています。
　この減額措置を受けられる方は、次の①と②の両方の条件を満たす方です。

①平成19年度市・県民税の課税所得金額（申告分離課税分を除く）＞所得税と
市・県民税との人的控除額の差（※）の合計額
②平成20年度市・県民税の課税所得金額（申告分離課税分を含む）≦所得税と
市・県民税との人的控除額の差（※）の合計額
※人的控除額の差とは、扶養控除や基礎控除など本人及び被扶養者に関係す
る所得税と市・県民税の控除額の差のことです。（基礎控除の場合の例：所
得税は38万円、市・県民税は33万円が人的控除額です。この差額５万円が
人的控除額の差となります）。

　①と②の両方の条件を満たす方は次の手続きをしていただくと、平成19年
度分の市・県民税額から、税源移譲によって増額となった市・県民税相当額
が還付されます。該当すると思われる方には、税務課から６月下旬に市民税
県民税減額申告書を郵送します。
●提出書類　平成19年度分市民税県民税減額申告書
●受付期間　７月１日㈫～ 31日㈭（31日の消印まで有効）
●受付場所　市役所税務課、丸子・真田・武石地域自治センター市民生活課
●注意事項　平成19年度の市・県民税をほかの市町村で課税され、上田市へ
転入された方は、平成19年度の市・県民税が課税された市町村で手続きを
してください。なお、平成20年１月１日現在日本国内にお住まいでない方
は、対象となりません。

　減額措置は、退職などの所得変動を理由として所得税が課税されなくなっ
た場合が対象となります。

●その他　還付額などについては、手続きされた方全員に決定通知を送りお
知らせします。通知の発送は、８月中旬ごろの予定です。
　 税務課　TEL23･5115

＜広告欄＞

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

環
境
省
で
は
毎
年
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
、
全
国
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や

各
家
庭
の
電
気
を
消
し
て
い
た
だ
く
よ
う

呼
び
か
け
る「
CO2
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
取
り
組
み
に
ぜ
ひ
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
期
日　

６
月
21
日
㈯
夏
至
の
日
と
、
７

月
７
日
㈪
洞と
う

爺や

湖こ

サ
ミ
ッ
ト
の
初
日
。

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
８
時
〜
10
時

　

長
野
県
環
境
政
策
課
温
暖
化
防
止
係

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
０
２
２

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

来
月
発
売
！

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
、
７
月
14

日
か
ら
発
売
開
始
に
な
り
ま
す
。
賞
金

は
、
１
等（
２
億
円
×
40
本
）・
前
後
賞（
各

５
０
０
０
万
円
）合
わ
せ
て
３
億
円
、
２

等
の
１
億
円
は
80
本
で
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
資

金
と
し
て
芸
術
・
文
化
振
興
、
高
齢
者
対

策
な
ど
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
発
売
期
間　

７
月
14
日
㈪
〜
８
月
１
日

㈮（
抽
せ
ん
日
／
８
月
12
日
㈫
）

●
発
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

　

財
政
課　

TEL
23
・
５
１
１
３

�



情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

道
路
の
不
具
合
見
つ
け
た
ら

ご
連
絡
を

　

市
で
は
、
道
路
が
安
全
で
快
適
で
あ
る

た
め
に
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
管
理
す
る
す
べ
て
の

道
路
の
状
況
を
常
に
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
道
路
・
水
路
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
道
路
上
に
土
砂
・
落
石
な
ど
の

障
害
物
、
倒
れ
る
危
険
性
の
あ
る
道
路
標

識
、
水
路
や
側
溝
の
ふ
た
の
不
具
合
な
ど

を
発
見
し
た
と
き
に
は
、
市
役
所
管
理
課

ま
た
は
土
木
課
、
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

担
当
課
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
道
18
号
の
不
具
合
に
関
し
て

は
長
野
国
道
事
務
所（
TEL
22
・
２
７
３
７
）、

そ
れ
以
外
の
国
道
と
県
道
は
上
田
建
設
事

務
所（
TEL
25
・
７
１
６
４
）ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

管
理
課　

TEL
23
・
５
１
２
５

　
　

土
木
課　

TEL
23
・
８
２
４
２

　
　

建
設
課　

TEL
42
・
１
０
３
２

　
　

建
設
課　

TEL
72
・
４
３
３
１

　
　

建
設
課　

TEL
85
・
２
７
９
３

催
し

夏
休
み
工
場
見
学
会

　

地
元
企
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
っ
た

り
、
就
職
や
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
、
小
学
３
年
生
か
ら
大
学
生

を
対
象
と
し
た
工
場
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
期
日
／
企
業　

７
月
29
日
㈫
／
松
山
㈱
、

同
30
日
㈬
／
長
野
計
器
㈱
、
８
月
１
日

㈮
／
オ
ル
ガ
ン
針
㈱
、
同
４
日
㈪
／
日

置
電
機
㈱
、
同
６
日
㈬
／
㈱
城
南
製
作

所
、
同
８
日
㈮
／
山
洋
電
気
㈱

●
対
象　

①
小
学
３
年
生
〜
中
学
生（
午

前
の
部
）、
②
高
校
生
〜
大
学
生（
午
後

の
部
）

●
内
容　

会
社
説
明
、
工
場
見
学
な
ど
。

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

各
企
業
先
着
10
〜
30
名（
①
必

ず
保
護
者
同
伴
、
②
保
護
者
同
伴
可
）

●
申
し
込
み　

６
月
26
日
㈭
〜
７
月
８
日

㈫
に
商
工
課
へ
。
応
募
用
紙
は
同
課
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
６

お知らせ

長野上田線が通行止めになります
　上田坂城バイパス半過トンネル掘削工事に伴い、主
要地方道長野上田線の上半過から下半過区間が７月
23日㈬午後１時から平成21年３月末ごろまでの約９
か月間、通行止めとなります。
　この迂回路として、千曲川右岸堤防（上田大橋～坂
城の鼠

ねずみ

橋）の仮設道路が、普通車のみ通行できる道路
として開通します。
　通行止めに際しては、誘導員を配置するとともに案
内看板を設置しますので、係員の指示に従い通行して
いただきますようお願いします。
　なお、上田市ホームページにも掲載していますので
ご覧ください。
　 地域交通政策課　TEL23･5011
　　 管理課　　　　　TEL23･5125

お
知
ら
せ
／
催
し

＜広告欄＞

坂城町

上田市

下半過地区 上半過地区

通行止め区間

半過トンネル 岩鼻トンネル

鼠
橋 

上
田
大
橋

にしうえだ

上信越自動車道
至長野

至戸倉

坂城 I.C.

JR 北陸新幹線

しなの鉄道

岩鼻大橋

半過山口橋

下半過橋

千曲川右岸堤防仮設道路（普通車のみ）

�



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

ほ
た
る
祭

●
日
時　

６
月
28
日
㈯
午
前
11
時
〜

●
場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

●
内
容　

ほ
た
る
観
望
、
太
鼓
の
演
奏
な

ど
の
各
種
催
し
物
、
た
け
の
こ
汁
・
わ

た
あ
め
の
無
料
配
布
、焼
き
鳥
・
生
ビ
ー

ル
・
ジ
ュ
ー
ス
の
出
店
な
ど
。

　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　
　

TEL
31
・
１
１
２
６

深
谷
・
行
田
・
熊
谷
方
面

史
跡
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

●
期
日　

７
月
６
日
㈰（
午
前
７
時
出
発

／
上
田
駅
温
泉
口
）

●
見
学
先　

鉄
剣
銘
文
で
有
名
な
稲
荷
山

古
墳
の
あ
る
さ
き
た
ま
古
墳
群
、
熊
谷

直
実
の
館
跡
熊
谷
寺
、
国
済
寺
ほ
か
。

●
定
員　

80
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

５
０
０
０
円

●
持
ち
物　

昼
食

●
申
し
込
み　

６
月
30
日
㈮
ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
上
田
市
立
博
物
館
へ
。

　

上
田
市
立
博
物
館

　
　

TEL
22
・
１
２
７
４

講
座
・
教
室

リ
ラ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー

　

最
近
、
自
分
の「
こ
こ
ろ
」と「
体
」を
見

つ
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
か
。
心
軽

や
か
に
毎
日
を
過
ご
す
た
め
、
こ
こ
ろ
と

体
を
ほ
ぐ
す
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

●
日
時（
内
容
）　

第
１
回
／
７
月
16
日
㈬

午
後
１
時
〜
３
時（
講
演「
ス
ト
レ
ス
か

ら
く
る
心
と
体
の
変
化
と
ス
ト
レ
ス
対

処
法
に
つ
い
て（
仮
）」
／
山
極
内
科
医

院
長
・
山
極
洪ひ
ろ

紹つ
ぐ

氏
）、
第
２
回
／
７

月
23
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
ハ
ー
ブ
を
使
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
／
健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
山

嵜
弘
子
氏
）、
第
３
回
／
７
月
30
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
体
を
動

か
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
／
市
健
康
運
動
指
導

士
）

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯
多
目

的
ホ
ー
ル

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

先
着
30
名

●
持
ち
物　

第
３
回
目
は
運
動
し
や
す
い

服
装
と
運
動
靴
、
水
分
、
帽
子
を
持
参
。

●
募
集
締
切　

７
月
４
日
㈮

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

催
し
／
講
座
・
教
室

お知らせ
介護サービス利用者の負担が軽減されます
　介護保険制度には、収入の少ない方（市民税非課税世帯など）も安心して介
護サービスを受けられるよう、利用者の負担額を軽減する制度があります。
いずれも市への申請が必要となりますので、該当すると思われる方はお問い
合わせください。
　なお、収入などが未申告の方が世帯にいる場合は、軽減を受けられないこ
とがあります。
●主な軽減制度

＜広告欄＞

対象となる方 軽減制度の
種類・内容 利用条件

介護保険施設（※）に入所
している方及び短期入所
を利用している方

食費・居住費の
減額

世帯全員が市民税非課税で
あること

在宅で介護サービスを利
用している方

利用者負担額の
20％を減額

世帯全員が市民税非課税
で、前年の合計所得金額と
課税年金収入の合計が80万
円以下であること

社会福祉法人などのサー
ビスを利用している方

利用者負担額の
25％を減額

世帯全員が市民税非課税で
あり、かつ生計困難と市が
認めた方

※介護保険施設とは、特別養護老人ホーム、老人保健施設、病院の介護療
養病床をいいます。
　 高齢者介護課　TEL23･6246　　 健康福祉課　TEL42･0015
　　 健康福祉課　　TEL72･4700　　 健康福祉課　TEL85･2119

�



情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

弓
道
教
室（
後
期
）

●
日
程　

７
月
29
日
〜
10
月
14
日（
火
曜

日
・
全
11
回
）

●
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、
ま
た

は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
。

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
弓
道
場

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方（
学
生

を
除
く
）

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

６
月
23
日
㈪
〜
７
月
18
日

㈮
に
参
加
料
を
添
え
て
体
育
課
、
ま
た

は
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地

域
教
育
事
務
所
ま
で
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

丸
子
郷
土
博
物
館
講
座

受
講
生
募
集

●
期
日
／
内
容（
定
員
）　

７
月
24
日
㈭
／

歴
史
探
訪「
佐
久
地
方
の
文
化
財
を
訪

ね
る
」（
30
名
）、
10
月
16
日
㈭
／
歴
史

探
訪「
木
曽
地
方
の
文
化
財
を
訪
ね
る
」

（
30
名
）、
11
月
５
日
㈬
・
12
日
㈬
・
19

日
㈬
／
木
彫
り（
全
３
回
講
座
／
15
名
）

講
座
・
教
室

お知らせ
上田市総合型地域スポーツクラブのご案内
　神川地区を中心とした「USCスポーツクラブ（うえだ総合
型スポーツクラブ）」が５月25日に設立され、平成17年度設
立の「たけしスポーツクラブ」「さなだスポーツクラブ」とあ
わせて、上田市に三つの総合型地域スポーツクラブが誕生
しました。
　総合型地域スポーツクラブとは、文部科学省の「スポー
ツ振興基本計画」の中に揚げられている理念に基づき育成
が進められているクラブです。地域のスポーツニーズにあ
わせ、住民が主体となり運営する多種目、他世代、多目的
の三要素を備えた、継続的にスポーツに親しむことができ
る地域の拠点となるものです。それぞれのクラブでは地域
の皆さんが気軽に大勢参加していただけるよう、競技者部
門はもとより、ヨガ・太鼓・なぎなた・将棋など、初心者
が親しめる教室プログラムなども各種そろえています。
　日ごろの運動不足やメタボリック解消に運動してみたい
と考えている方、スポーツを通して仲間づくりをしたい
方、年間を通して活動し、大会での優勝目指して運動した
い方、お近くの総合型地域スポーツクラブを訪ねてみてく
ださい。
　なお、あわせて指導者も募集しています。あなたの経験
や知識を、地域の将来を担う子どもや住民のために生かし
てみませんか？
●申し込み・問い合わせ先
　①USCスポーツクラブ事務局
　　下堀1624　下堀コミュニティセンター２階
　　TEL／FAX26･5320　携帯090･3109･5488（担当：荒木）
　②さなだスポーツクラブ事務局
　　真田町長7193-1　真田体育館内
　　TEL72･2657　FAX72･2673
　③たけしスポーツクラブ事務局
　　下武石740　武石公民館内
　　TEL85･2030　FAX85･2205

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

●
場
所　

丸
子
郷
土
博
物
館
ほ
か

●
受
講
料　

５
０
０
円（
歴
史
探
訪
、
木

彫
り
は
別
途
材
料
費
が
必
要
）

●
募
集
期
間　

６
月
17
日
㈫
〜
７
月
１
日

㈫
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
申
し
込
み　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
①
希
望
講
座
、
②
住
所
、
③
氏
名
、

④
電
話
番
号
を
は
が
き（
〒
３
８
６

－

０
４
１
３　

東
内
２
５
６
４

－

１
）、

ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
丸
子
郷
土
博

物
館
へ
。

　

丸
子
郷
土
博
物
館

　
　

TEL
／
FAX
42
・
２
１
５
８

緊
急
課
題
の
基
礎
知
識

in 

塩
田
公
民
館

　

自
分
で
考
え
る
た
め
の
情
報
は
、
自
分

で
手
に
入
れ
る
時
代
で
す
。
緊
急
課
題
の

基
礎
知
識
を
塩
田
公
民
館
で
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
取
り
上
げ
て
欲
し
い

テ
ー
マ
も
募
集
中
で
す
。

●
期
日
／
内
容（
講
師
）　

６
月
22
日
㈰
／

裁
判
員
制
度（
長
野
地
方
検
察
庁
派
遣

講
師
）、
６
月
29
日
㈰
／
地
域
医
療
の

現
状（
佐
久
総
合
病
院
地
域
ケ
ア
科
医

長
・
北
澤
彰
浩
氏
）、
７
月
12
日
㈯
／

裁
判
員
制
度（
長
野
県
弁
護
士
会
派
遣

講
師
）

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜（
２
時
間
程

度
）

●
場
所　

塩
田
公
民
館

●
定
員　

各
30
名
程
度（
先
着
順
）

●
参
加
費　

各
１
０
０
円

●
そ
の
他　

各
回
、
事
前
に
質
問
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
共

有
し
た
い
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
前

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
は

で
き
る
だ
け
上
田
電
鉄
別
所
線
を
ご
利

用
く
だ
さ
い（
塩
田
町
駅
下
車
徒
歩
３

分
）。

　

塩
田
公
民
館　

TEL
38
・
６
８
８
３

講
座
・
教
室

＜広告欄＞

上
田
城
千
本
桜
俳
句
会

受
賞
者
発
表

　

４
月
の
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て
、「
上
田
城
千
本
桜
俳
句
会
」を
行
い
ま
し
た
。
期

間
中
、
９
４
０（
重
複
除
く
）の
俳
句
が
集
ま
り
、
特
別
選
者
・
黛
ま
ど
か
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

６
人
の
選
者
の
皆
さ
ん
に
受
賞
作
品
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
賞
し
た
作
品
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

【
黛
ま
ど
か
賞
】

◎
最
優
秀
賞

　

　
　
　

西
沢
さ
ち
子（
藤
原
田
）

◎
優
秀
賞

　

　
　

門
脇
か
ず
お（
鳥
取
県
）

　

　
　
　
　

北
澤　

延
久（
天　

神
）

【
上
田
市
長
賞
】

秋
山
千
枝
子
選　

◎
特
選

　

　
　

小
林　

良
子（
諏
訪
形
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
秀
句

　

　
　
　

丸
山　

恵
子（
本　

原
）

　

　
　
　

内
津　
　

将（
群
馬
県
）

伊
藤
い
つ
子
選　

◎
特
選

　

　
　
　
　

田
口　

圭
子（
上
田
原
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
秀
句

　

　

西
沢　

春
雪（
住　

吉
）

　

　
　
　
　

手
塚
ト
ミ
子（
天　

神
）

内
川
伝
夫
選　
　

◎
特
選

　

　
　
　

常
盤
し
が
こ（
長
野
市
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
秀
句

　

　
　
　
　

大
塚　

雅
彦（
埼
玉
県
）

　

　

笹
岡　

子（
長
野
市
）

桑
原
宏
雄
選　
　

◎
特
選

　

　
　
　
　

堀
内　

夫（
住　

吉
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
秀
句

　

　
　
　
　
　
　

中
澤　

清
人（
浦　

野
）

　

　
　
　
　
　

中
御
門
泠
子（
奈
良
県
）

竹
中
龍
青
選　
　

◎
特
選

　

　
　
　
　
　

山
岸　

友
幸（
神　

畑
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
秀
句

　

　
　
　

竹
内
ト
イ
ミ（
中　

央
）

　

　
　

西
沢
さ
ち
子（
藤
原
田
）
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情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
う
え
だ

受
け
手
養
成
公
開
講
座

●
日
時　

①
７
月
５
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
②
７
月
24
日
㈭
午
後
７

時
〜
９
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
演
題
／
講
師　

①「
10
代
の
性
意
識
の
変

化
〜
子
ど
も
と
親
の
性
と
生
〜
」
／
安
達

倭わ

雅か

子こ

氏（
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
支
援
セ

ン
タ
ー
常
務
理
事
）、
②「
子
ど
も
の
心
を

み
つ
め
て
〜
小
児
思
春
期
外
来
の
医
療

現
場
か
ら
〜
」／
山
﨑
敏
生
氏（
小
諸
高

原
病
院
副
院
長
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
代
。
た
だ

し
、
学
生
は
無
料
）

●
申
し
込
み　

不
要

　

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
う
え
だ
事
務
局

　
　

TEL
０
９
０
・
３
５
６
５
・
７
０
８
６

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

仕
事
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー

　

仕
事
の
現
場
で
す
ぐ
実
践
で
き
る
考
え

方
と
手
法
を
、
話
し
合
い
な
が
ら
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

●
日
時　

７
月
11
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
内
容　

職
場
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
合

意
点
を
見
つ
け
る
方
法
〜
意
見
の
背
景

に
あ
る
も
の
を
見
抜
く
〜

●
講
師　

末
広
繁
和
氏（
中
小
企
業
診
断

士
）

●
対
象　

中
小
規
模
事
業
所
、
個
人
事
業

者
、
起
業
者
、
従
業
員
な
ど
。

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
代
）

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

実
践
の
た
め
の

健
康
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

７
月
７
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
の
た
め
の
学
習（「
丈
夫
な
血
管
で

健
康
を
守
ろ
う
」）と
運
動（「
私
に
あ
っ

た
運
動
の
コ
ツ
は
？
」）

●
対
象　

お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
方

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

１
０
０
円（
資
料
代
）

●
募
集
締
切　

７
月
１
日
㈫

　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

く
わ
し
く
知
る
講
座

●
日
時　

初
回
６
月
26
日
㈭
午
後
１
時
〜

（
全
５
回
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

老
化
に
伴
う
病
気
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
な
ど
。

●
講
師　

井い

益ま
す

雄お

氏（
い
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）ほ
か

●
定
員　

30
名

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
募
集
締
切　

６
月
24
日
㈫

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス

教
室（
後
期
）

●
日
程　

８
月
２
日
〜
10
月
４
日（
土
曜

日
・
全
８
回
）

●
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

古
戦
場
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方（
学
生

を
除
く
）

●
定
員　

60
名

●
参
加
費　

６
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

６
月
23
日
㈪
〜
７
月
25
日

㈮
に
参
加
料
を
添
え
て
体
育
課
、
ま
た

は
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地

域
教
育
事
務
所
ま
で
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

●
日
時　

６
月
24
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
内
容　

家
庭
で
で
き
る
お
手
軽
ハ
ー
ブ

な
生
活（
花
の
ブ
ー
ケ
作
り
）

●
定
員　

20
名（
託
児
有
り
）

●
参
加
費　

５
０
０
円

　

ぱ
れ
っ
と（
小
宮
山
）

　
　

TEL
27
・
４
０
０
１

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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有料広告掲載のお問い合わせは、 上田市秘書課（☎ 23・5149）または有限会社トミー企画（☎ 23・1706）へ。 

４月からスタートした長寿医療制度について
いただいたご質問にお答えします①

　 国保年金課
　　TEL22･4100（内線1361）

Q6.
A6.

長野県後期高齢者医療広域連合とは？

長野県内81市町村が加入する広域連合を設
立し、広域連合と市町村が協力して事務を
行います。広域連合は、「被保険者の資格管
理、保険証の交付、保険料の決定、医療を
受けたときの給付」などを行い、市町村は、
「保険料の徴収、申請や届出の受付、保険
証の引渡しなどの窓口業務」を行います。

A4. ならない方
○10月の年金から天引き→被用者保険の被
扶養者の方（平成20年度は、半年間の保
険料を免除、残りの半年間の保険料の１
割を納付します）
なお、年金から天引きの対象となる方は、
「対象となる年金の額が１年間で18万円以
上で、かつ後期高齢者医療保険料と介護保
険料の合計額が年金額の２分の１を超えな
い方」で、介護保険料と同じ年金から後期
高齢者医療保険料が天引きされます。

Q5.
A5.

保険証のサイズは小さいし、文字が読みに
くいのですが？
保険証は、オレンジ色で免許証と同じ大き
さで、携帯に便利なサイズとなっています。
なお、文字の字体や大きさなどを改善し、
見やすくするよう長野県後期高齢者医療広
域連合に要望していきます。

Q4.
A4.

４月の年金から保険料が天引きされていま
せん。いつから支払うのですか？
制度スタート前に加入していた医療保険と
年金受給額によって保険料の納付が始まる
時期が異なります。
○４月の年金から天引き→国民健康保険
（国保組合を含む）に加入していた方
○７月から納付書で納付→社会保険などの
被保険者の方、年金から天引きの対象と

Q3.
A3.

保険料は、国民健康保険税にプラスして支
払うのですか？
今まで加入していた国民健康保険や会社な
どの健康保険から長寿医療制度に移ること
になりますので、支払う医療保険は長寿医
療制度の保険料のみとなります。

Q2.
A2.

国民みんなで支えるとは？

この制度は、医療給付費のうち公費（国・県・
市町村）が５割、４割を若い世代の加入す
る医療保険から支援して高齢者の医療制度
を支えていきます。また、１割を高齢者一
人ひとりの所得に応じて公平に負担をお願
いしています。

Q1.
A1.

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）とは？

これまで長年、社会に貢献された75歳以上
（65歳以上の一定の障がいがあると認定さ
れた方）の皆さんの医療を国民みんなで支
える制度です。また、制度スタートにあた
り、身近で親しみやすい「通称」として、こ
の制度を「長寿医療制度」と呼んでいきま
す。

ほ
っ
と
・
ぼ
い
す
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情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
・

青
年
の
自
立
講
演
会

●
日
時　

６
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室

●
演
題　
「
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
・

青
年
の
自
立
〜
将
来
を
見
通
し
た
思
春

期
・
青
年
期
の
支
援
〜
」

●
講
師　

東ひ
が
し

真ま

盛も
る

氏（
富
山
県
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
り
そ
」セ
ン
タ
ー

長
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
代
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
・
青
年
と
共
に

歩
む
長
野
の
会　

TEL
23
・
０
５
３
８

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　
「
自
分
ら
し
い
働
き
方
を
し
た
い
」と
い

う
、
再
就
職
希
望
者
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
講
し
ま
す
。

●
期
日
／
内
容　

７
月
15
日
㈫
／
〜
始

動
！
私
の
再
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
「
自

分
の
持
ち
味
を
知
っ
て
、適
職
発
見
！
」、

７
月
18
日
㈮
／
〜
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
も

う
一
度
働
き
た
い
あ
な
た
へ
〜「
税
・
社

会
保
険
を
知
っ
て
賢
く
再
就
職
！
」

●
時
間　

午
後
1
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
定
員

20
名（
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
）

●
受
講
料　

無
料

●
託
児　

無
料（
１
歳
以
上
か
ら
就
学
前

ま
で
。
要
予
約
）

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
長
野
事
務
所

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
３
・
４
５
２
１

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
の
集
い

●
日
時　

７
月
18
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
１
時

●
場
所　

上
田
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

健
康
・
栄
養
相
談
、
脳
元
気
教

室
、
介
護
予
防
対
象
、
歯
の
相
談
、「
童

謡
唱
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
」、
ク
ラ
ブ

協
賛（
薬
草
ク
ラ
ブ
、
パ
ド
ル
体
操
を

体
験
し
て
み
よ
う
）。

●
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

●
参
加
費　

無
料

※
当
日
は
、
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

○
広
報
う
え
だ
５
月
16
日
号
掲
載
の「
ヨ

ガ
教
室
」の
開
催
日
が
、
７
月
17
日
㈭

か
ら
７
日
㈪
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

募
集

上
田
市
社
会
教
育
委
員
を

公
募
し
ま
す

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方
で
、
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
に
関
心

を
お
持
ち
の
方（
公
募
に
よ
り
審
議
会

へ
参
画
で
き
る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま

で
）。

●
募
集
人
員　

１
名

●
任
期　

平
成
20
年
９
月
１
日
〜
平
成
22

年
８
月
31
日

●
審
議
会
の
内
容　

社
会
教
育
、
生
涯
学

習
に
関
す
る
提
言
な
ど
に
つ
い
て
審
議

を
行
う
。

●
応
募
方
法　

生
涯
学
習
課
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に「
社
会
教
育
、
生
涯
学
習

に
寄
せ
る
期
待
」と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト

（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）を
添
え

て
、
生
涯
学
習
課
に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト

と
面
接
に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
募
集
締
切　

７
月
11
日
㈮

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

美
し
い
塩
田
平
の
写
真

応
募
し
ま
せ
ん
か

　

塩
田
平
は
、
昨
年
２
月
に
古
都
保
存
財

団（
東
京
都
）な
ど
で
つ
く
る「
美
し
い
日

本
の
歴
史
的
風
土
１
０
０
選
」実
行
委
員

会
に
よ
り
、全
国
６
９
８
か
所
の
中
か
ら
、

日
本
ら
し
い
独
特
の
美
し
い
歴
史
的
風
土

を
形
成
し
て
い
る
地
域
と
し
て
、「
美
し
い

募集

第13回信州爆水RUN in 依田川 出場ランナー募集!!
●開催日時　８月３日㈰　開会式／午前９時15分～
　　　　　　　　　　　　スタート／午前９時45分～
●場所　丸子総合グラウンド及び依田川・内村川
●内容　川の中のレースのほか、魚のつかみ取り、食のおもてなしなど
各種イベントあり。

●コース
　①鉄人コース（約８㎞／タイムトライアルレース）
　②ずくだしてGO！コース（約４㎞／タイムトライアルレース）
　③ファミリー・グループコース（約３㎞／指定タイム制）
●参加資格　①②／中学生以上（未成年は保護者の承諾が必要）、③／小
学生以上（１グループ５名まで。小学生は保護者同伴が必要。幼児は保
護者の責任において参加可）

●参加費　①②／ 2,000円、③／（参加者一人につき）高校生以上1,000円、
小学生500円、小学生未満は無料。
●申込方法　申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加費を添えて７月18
日㈮までに実行委員会へ。詳しくは大会ホームページ（http//bakusui-
run.hp.infoseek.co.jp/）をご覧ください。
　信州爆水RUN in 依田川実行委員会事務局
　　（丸子総合体育館内）　TEL43･2250

講
座
・
教
室
／
募
集
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入
選

佳
作

選
者
詠

入
選

佳
作

選
者
吟

入
選

佳
作

選
者
吟

８
月
号
の
投
稿
方
法　

種
類
ご
と
別
々
の
は
が
き
で
①
住
所
②
氏
名
③
自
治
会
名
④
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
別
を
記
入
の
う
え
上
田
市
教
育
委
員
会
ま
で
。

　

短
歌
・
俳
句
に
つ
い
て
先
生
に
添
削
を
希
望
さ
れ
る
方
は
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
を
記
載
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い（
短
歌
に
つ
い
て
は
一
人
２
首
ま
で
。

な
お
、
掲
載
作
へ
の
返
信
は
除
き
ま
す
）。

　

◆
住
所　

〒
３
８
６

－

０
０
２
５　

天
神
２

－

４

－

74　

◆
締
め
切
り　

６
月
30
日
㈪
必
着　

　

教
育
総
務
課　

TEL
23
・
５
１
０
０

日
本
の
歴
史
的
風
土
」の
準
１
０
０
選
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
た
、「
美
し
い
日
本
の
歴

史
的
風
土
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」が
行
わ
れ

ま
す
。
写
真
が
好
き
な
方
、
塩
田
平
が
好

き
な
方
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

●
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈮
〜
９
月
30
日

㈫
●
テ
ー
マ　
「
次
世
代
に
保
存
・
継
承
し

た
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
」

●
応
募
方
法　

詳
し
い
募
集
内
容
は
、
古

都
保
存
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

www.kotohozon.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

上
田
市
学
童
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
形
式
の
小
学
生
軟
式

野
球
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

７
月
26
日
㈯
・
27
㈰
及
び
８
月

２
日
㈯
・
３
日
㈰

●
場
所　

県
営
上
田
野
球
場
ほ
か

●
参
加
資
格　

市
内
小
学
生
の
野
球
チ
ー

ム（
申
し
込
み
は
育
成
会
単
位
も
し
く

は
学
校
単
位
）

●
定
数　

な
し

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円（
締

切
後
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
）

●
申
し
込
み　

７
月
７
日
㈪
ま
で
に
体
育

課
、
ま
た
は
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・

武
石
地
域
教
育
事
務
所
ま
で
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
連
で

上
田
わ
っ
し
ょ
い
に
参
加
を

　

今
年
は
あ
な
た
も
小
粋
な
江
戸
芸
か
っ

ぽ
れ
で
、
上
田
わ
っ
し
ょ
い
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
時　

７
月
５
日
㈯
・
19
日
㈯
の

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
第
１
練
習
場

　

江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
信
州
上
田
道
場
事

務
局（
岡
崎
）　

TEL
22
・
９
６
９
６

　ご寄付いただいた皆様、ありがとう
ございました。厚くお礼申し上げます
（４月分）。
◇五十嵐孝平様　パナソニック製50型
プラズマテレビ１台／高齢者福祉セ
ンターへ
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FACILITIES EVENT

詳しくは、各施設へお問い合わせください。各施設イベント紹介

申込受付の開始は、７月１日㈫昼の講座は午前10時から、
夜の講座は午後６時からです。市民プラザ・ゆう窓口へ受
講料を添えて申し込んでください（託児なし）。
全講座の対象は、市内在住・在勤の方です。

老後の生き方・暮らし方講座（全５回）
老後をどう過ごすか、施設入所、費用など必要な知識を
学んでおこう。施設見学有り。
日程◆７月14・28日、８月11・25日、９月８日の月曜日
　　　10：00～12：00
定員◆20名　受講料◆1,500円　

やさしく描く！水彩画講座（全10回）
絵が苦手な方に指導します。野外スケッチあり。
日程◆７月16日、８月６・20日、９月３・17日、10月１・
　　　15・29日、11月５・19日の水曜日13：30～15：30
定員◆20名　受講料◆3,000円

子育て応援講座（全６回）
リトミックで楽しく過ごしましょう。
日程◆７月22日、８月５・19日、９月２・16日・30日の
　　　火曜日10：00～11：00
対象◆１歳半～就学前のお子さんと保護者
定員◆15組　受講料◆1,800円

スタミナアップ！夏のクッキング（全４回）
作って食べよう！夏に食べたいスタミナレシピ！ 
日程◆７月24日、８月７・21日、９月４日の木曜日
　　　18：30～20：30
定員◆20名　
受講料◆1,200円　材料費◆2,400円

市民プラザ・ゆう 
TEL27・2988

マルチメディア情報センター
TEL39・1000　URL http：//www.umic.jp/
インターネット入門講座
日時◆７月５日㈯13：30～16：00
対象◆インターネット初心者
料金◆1,500円
定員◆16名（要事前申し込み）

インターネット応用講座ショッピング編
日時◆７月12日㈯13：30～16：00
対象◆インターネット経験者
料金◆1,500円　定員◆16名（要事前申し込み）

ママのためのパソコンデジタルカメラ編
日時◆７月17・24・31日の木曜日
　　　10：00～12：00（３日間コース）
対象◆パソコン経験者　料金◆3,000円
託児◆２歳～（要事前申し込み）
定員◆16名（要事前申し込み）

パソコン相談室（無料）
使っていてわからないことなどにお答えします。
日時◆毎週火・土曜日10：00～、10：45～
　　　一人30分間
定員◆各回２名（前日までに要事前申し込み）

このほかにも、パソコンのセミナーを開催しています。セ
ンターのホームページをご覧いただくか、お気軽にお問
い合わせください。

星空観望会
望遠鏡で木星などの惑星を観望します。雨天などで観望が
できない時はプラネタリウム投影（参加無料）。
日時◆７月５日㈯19：30～21：30

花粉を観察しよう
身近な植物の花粉の特徴を顕微鏡で調べ、スケッチをし
たり、写真に記録します（参加無料）。
日時◆７月12日㈯９：30～11：30
対象◆小中学生とその保護者（先着20名）
申し込み◆７月９日㈬までに電話またはFAXで。

文化講演会「新おもろ左右記帳」
城田孝一郎氏による大黒・恵比寿・神社のこま犬などの
話です（入場無料）。
日時◆７月20日㈰13：30～15：00（13：00開場）

蚕の飼育（入場無料）
蚕の幼虫から繭になるまでを観察できます。
日時◆７月28日㈪～８月６日㈬（予定）
　　　９：00～17：00

上田創造館 
TEL23・1111　FAX24・4100

７月１日㈫から申し込みを受け付けます。不用なものがリ
サイクル・リフォームで生まれ変わる楽しさをエコ・ハ
ウスで体験しませんか。

帯からバッグ作り
日時◆７月17日㈭10：00～15：00
持ち物◆帯、裁縫道具、裏布、型紙用紙、弁当
参加費◆200円（ほかに材料費を実費で）
定員◆10名

布ぞうり作り（２回コース）
日時◆７月22日㈫・28日㈪10：00～15：00
持ち物◆ゆかたなど木綿の布、ものさし（30㎝）、はさみ、
　　　　弁当
参加費◆130円　定員◆10名

修理工房・刃物研ぎ（無料）
日時◆毎週水曜日13：00～15：00
一人１回１本限り（１日10本で終了）

エコ・ハウス「わくわく講座」　　 
TEL23・5144
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CONSULTATION / UNNECESSARY THING EXCHANGE

不用品交換情報
欲しいもの、ゆずりたいものがあればエコ・ハウス（上田クリーンセンター敷地内）までお問い合わせください。
※注意　不用品の紹介は1回につき1件までです。また、取り引きは無料で、ゆずりたい方とゆずってほしい方双方の責任で行ってください。

　エコ・ハウス　TEL23・5144（受付時間 ／平日10：00～16：00）

７月の相談コーナー

ウィークエンドリサイクル
時間　午前10～正午

第１土曜日　西友真田店・ツルヤ上田山口店・マツヤ上田川西店
第２土曜日　ツルヤ丸子店・西友秋和店・西友三好町店
第３土曜日　やおふく古里店・Aコープコア塩田店
第４土曜日　武石地域自治センター・西友上田東店・しおだ野ショッピングセンター

心配ごと相談
▽毎週月～金曜日９：00～16：00/ふれあい福祉センター

　 　社協（上田地区センター）　TEL27･8080

▽８日㈫・18日㈮・28日㈪９：00～12：00
　　/丸子ふれあいステーション
　 　社協（丸子地区センター）　TEL42･0033

▽25日㈮９：00～12：00/真田総合福祉センター
　 　社協（真田地区センター）　TEL72･2998

人権相談

▽２日㈬13：00～16：00/市民プラザ・ゆう
　 　 人権男女共同参画課　TEL23･5393

▽25日㈮９：00～12：00/真田総合福祉センター
　 　社協（真田地区センター）　TEL72･2998

▽14日㈪９：00～12：00/武石老人福祉センター
　 　社協（武石地区センター）　TEL85･2466

▽毎週月・水・金曜日９：00～16：00
　　/長野地方法務局上田支局
　 　長野地方法務局上田支局　TEL23･2001

市民相談・交通事故相談・女性相談

▽毎週月～金曜日9：00～16：00/上田市役所（本庁舎）
　 　 生活環境課　TEL22･4140

女性のための相談

▽毎週火曜日11：00～18：00/市民プラザ・ゆう

▽毎週木曜日10：00～17：00/同上

▽第２・４土曜日10：00～17：00/同上
　〈以上、女性相談員による相談/土曜は要予約〉

▽24日㈭10：00～12：00/市民プラザ・ゆう
　〈弁護士による法律相談/要予約〉
　 　市民プラザ・ゆう　TEL27･3123

青少年電話相談

▽毎週月～金曜日９：00～16：00/少年育成センター
　 　 生涯学習課　TEL22･8080

こころの相談〈前日までに要予約〉

▽９日㈬９：30～11：30/上田市役所（南庁舎）
　 　 健康推進課　TEL23・8244

ひきこもり相談〈前日までに要予約〉

▽７日㈪・22日㈫13：30～16：00/勤労青少年ホーム
　 　 健康推進課　TEL23･8244

わが子の就職等相談会〈要予約〉

▽ 22日㈫13：30～16：30/勤労青少年ホーム
　 　 勤労青少年ホーム　TEL22・7117

若者のための仕事何でも相談〈要予約〉

▽ 24日㈭13：30～16：30/勤労青少年ホーム
　 　 商工課　TEL23・5395

心
配
ご
と
・
人
権

中小企業診断士による無料経営相談（要予約）

▽ 10日㈭18：30～20：00
　　/上田情報ライブラリー相談室
　 　上田情報ライブラリー　TEL29・0210

法
律
・
行
政

法律相談〈要予約〉

▽ 11日㈮・25日㈮13：00～16：00/上田市役所（南庁舎）
　 　 生活環境課　TEL22･4140

▽16日㈬９：00～11：30/丸子地域自治センター
　 　 市民生活課　TEL42・1216

▽19日㈯10：00～12：00/ふれあい福祉センター
　 　社協（上田地区センター）　TEL27･8080

▽16日㈬10：30～12：00/上田商工会議所
　 　商工会議所　TEL22･4500

行政相談

▽８日㈫10：00～15：00/福祉会館
　 　 生活環境課　TEL22･4140

▽16日㈬９：00～11：30/丸子地域自治センター
　 　 市民生活課　TEL42・1216

▽25日㈮９：00～12：00/真田総合福祉センター
　 　 市民生活課　TEL72･0154
土地建物・不動産鑑定相談

▽ 10日㈭13：00～16：00/上田市役所（南庁舎）
　 　 生活環境課　TEL22･4140

登記法律相談〈要予約〉
▽ 16日㈬９：00～11：30/丸子地域自治センター

　 　 市民生活課　TEL42・1216

育
児
・
福
祉

ひとり親家庭・児童相談

▽毎週月～金曜日９：00～16：00
　　/上田市役所（やぐら下庁舎）
　 　 子育て･子育ち支援課　TEL23･2000

児童生徒の教育相談

▽毎週月～金曜日９：00～16：00/教育相談所
　 　教育相談所　TEL27･0241

介護なんでも相談

▽ 25日㈮９：00～17：00/上田市役所（南庁舎）
　 　 高齢者介護課　TEL23･5140

もの忘れ・認知症相談

▽８日㈫13：10～17：00/上田市役所（南庁舎）

▽16日㈬13：10～17：00/丸子ふれあいステーション
　 　 高齢者介護課　TEL23・5140

●ゆずります
　チャイルドシート／子ども衣類／学習机／女性用ゴルフセット／ポータブルトイレ／漬物樽

たる

（４斗）／味噌樽（２斗、４
斗）／浄水器（５ℓ）／バーベキューセット／犬小屋（小・中型犬用）／レコード（歌謡、民謡）
●ゆずってください
　テレビ／掃除機／自転車（24インチ女児用、大人用、折りたたみ式）／風呂釜

かま

一式／二段ベッド／ダイニングセット（い
す４脚）／大人用アーチェリー用具／女児用スキーウェア／草刈り機／碁盤／クラシックレコード／車いす／ポータブ
ルミシン

（５月20日現在の登録状況）
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HEALTH CHECKUP / VACCINATION

健
康
診
査
・
予
防
接
種

◆丸子保健センター（丸子地域にお住まいの方） TEL42･1117

◇乳幼児健診・教室・相談◇
●受付時間　４か月・10か月・１歳６か月児健診／13：00～13：15、３歳児健診／13：00～13：30
●持ち物　母子健康手帳、記入した健康診査票、１歳６か月児と３歳児は歯ブラシ
健康診査 実施日 対象者
４か月児健診 ７月４日㈮ 平成20年２月７日～３月８日生
10か月児健診 ７月25日㈮ 平成19年９月生
１歳６か月児健診 ７月９日㈬ 平成19年１月生
３歳児健診 ７月18日㈮ 平成17年６月１日～７月18日生

◇乳幼児健診・教室・相談◇

健康診査・教室 実施日 対象者
乳児整形外科健診・離乳食教室 ７月16日㈬ 平成20年３・４月生
４か月児健診 ７月31日㈭ 平成20年３月生
７か月児教室 ７月29日㈫ 平成19年12月生
10か月児健診 ７月31日㈭ 平成19年９月生
２歳児歯科健診 ７月25日㈮ 平成18年５～７月生

◆真田保健センター（真田地域にお住まいの方） TEL72･9007

●受付時間　７か月児教室／9：50～10：00、２歳児歯科健診／9：00～9：30、そのほかの健診／13：15～13：40
●持ち物　母子健康手帳、健康診査票ほか、詳しくは赤ちゃん手帳または保健ごよみをご覧ください。

◇予防接種◇
個別予防接種の該当となる方は、各自医療機関へご予約ください。

妊娠中の方へ
　 健康推進課
　　TEL23・8244

上田市では、母子健康手帳交付時に「妊婦一般健康診査受診票」を発行しています。
妊婦健診は、お母さんとお腹の赤ちゃんの健康を守り、妊娠が順調かどうか確認す
るものです。妊婦一般健康診査受診票を使い、定期的に妊婦健診を受けましょう。

◆武石健康センター（武石地域にお住まいの方） TEL85･2067

●受付時間　9：30～9：40 　●持ち物　母子健康手帳、赤ちゃん手帳、１歳児教室のおたずね
教室名 実施日 対象者
おたんじょう教室 ７月23日㈬ 平成19年６～８月生

◇乳幼児健診・教室・相談◇

健康診査・教室 実施日 対象者
４か月児健診

７月24日㈭

平成20年２月23日～４月24日生
10か月児健診 平成19年８月23日～10月24日生
１歳６か月児健診 平成18年11・12月生
３歳児健診 平成17年６・７月生
１歳６か月歯科健診

７月９日㈬
平成18年11月～19年１月生

２歳歯科健診 平成18年５～７月生

●受付時間　４か月・10か月児健診／13：00～13：10、１歳６か月・３歳児健診／13：20～13：30、
　　　　　　幼児歯科健診／13：00～13：30
●持ち物　母子健康手帳、該当する健康診査票など、詳しくは保健ごよみをご覧ください。

※詳しいことは保健ごよみをご覧ください。
◇予防接種◇
個別予防接種の該当となる方は、各自医療機関へご予約ください。
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健
康
診
査
・
予
防
接
種

HEALTH CHECKUP / VACCINATION

７月の乳幼児健康診査・予防接種

川西社会福祉センター（上田地域の塩田・川西地区にお住まいの方）

◆上田地域保健センター（上田地域にお住まいの方） TEL23･8244
◇乳幼児健診・教室・相談◇
●受付時間　乳幼児健診／12：30～13：45（開始時刻13：00～）　
　　　　　　２歳児歯科健診／12：30～13：15（開始時刻13：15～）
●持ち物　母子健康手帳、健康診査票ほか　詳しくは赤ちゃん手帳または保健ごよみをご覧ください。
健康診査 実施日 対象者

４か月児健診
７月15日㈫ 平成20年２月16～29日生
７月30日㈬ 平成20年３月１～15日生

１歳６か月児健診
７月９日㈬ 平成18年12月16～31日生
７月23日㈬ 平成19年１月１～15日生

２歳児歯科健診
７月２日㈬ 平成18年４月１～15日生
７月16日㈬ 平成18年４月16～30日生

３歳児健診
７月４日㈮ 平成17年６月１～15日生
７月24日㈭ 平成17年６月16～30日生

１歳６か月児健診 ７月29日㈫ 平成18年11月16日～平成19年１月15日生

市内委託医療機関

個別10か月児健診 ７月受診／完全予約制 平成19年８月16日～９月15日生

※塩田・川西地区の２歳児歯科健診（対象者：平成18年５月１日～６月30日生）・３歳児健診（対
象者：平成17年６月１日～７月31日）は８月に実施します。

塩田母子健康センター（上田地域の塩田・川西地区にお住まいの方）

４か月児健診 ７月18日㈮ 平成20年２月16日～３月15日生
（川辺・泉田地区の方も対象です）

●受付時間　9：45～10：00（開始時刻10：00～） ●持ち物　詳しくは保健ごよみをご覧ください。
教室 実施日 対象者
７か月児教室
（７か月ごろの離乳食教室）

７月15日㈫ 平成19年12月１～15日生
７月30日㈬ 平成19年12月16～31日生

歯がはえたら教室
※要予約

７月９日㈬
お子さんの歯が４本はえたころの親子７月16日㈬

７月23日㈬

塩田母子健康センター（上田地域の塩田・川西・川辺・泉田地区にお住まいの方）
７か月児教室 ７月25日㈮ 平成19年12月１～31日生

予防接種の際、保護者以外が
同伴する場合には委任状が必要です。
　 健康推進課  TEL28・7124

今まで、予防接種には保護者（父・母）同伴が原則でしたが、
厚生労働省からの通知により、事情がある場合には、保護者
以外の同伴による接種が可能になりました。ただし、その際
には委任状の提出が必要です。
上田市で作成した委任状は、健康推進課、各地域の保健（健康）
センター、個別接種実施医療機関にありますが、指定の用紙
は特にないので、自宅にある便せんなどに必要事項（見本参
照）を記入のうえ、接種時に同伴者が持参すれば接種が可能
です。

予 防 接 種 委 任 状         平成　年　月　日

委任者（保護者）は、
委任者の子（お子さんの名前　　　　　　　　　　）
について予防接種に関する一切の権限を下記の同伴
者（代理人）に委任します。

委任者（保護者）名 

電話番号 

同伴者（代理人）名 

見本
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Ｑ
1 

女
性
の
参
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

【
エ
プ
ソ
ン
ア
ヴ
ァ
シ
ス
】　

今
後
ま
す
ま
す

推
進
し
て
い
く
べ
き
で
、
企
業
支
援
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
】　

優
秀
な
人
材
の
確
保
、

育
成
の
た
め
に
不
可
欠
な
取
り
組
み
だ
と

思
い
ま
す
。

【
手
塚
自
治
会
】　

男
女
格
差
は
な
い
が
当
自

治
会
は
、
山
の
境
界
見
や
河
川
の
作
業
な

ど
が
あ
る
た
め
無
理
の
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

【
東
前
山
自
治
会
】　

自
治
会
役
員
の
30
％
以

上
は
女
性
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
組
織
改
善
委
員
会
の
中
で
研
究
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
平
井
寺
自
治
会
】　

女
性
の
参
加
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
身
近
な
規
則
や

慣
習
に
お
い
て
、
ま
だ
女
性
の
地
位
は
低

く
守
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
自
治

会
や
公
民
館
活
動
、
委
嘱
役
員
な
ど
に
お

い
て
、
条
例
や
役
員
分
担
の
中
で
女
性
の

参
加
を
明
文
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

事業者名 主な表彰理由

有限会社
上松屋旅館

いち早く完全週休２日制を導入
最愛の日休日など独自の取り組み

エプソンアヴァシス
株式会社

生活重視の独自の取り組み
フレックスタイム、裁量労働制

シナノケンシ
株式会社

子育て支援講座、ホームページ開設、
男性の育児参加の促進

手塚自治会 内規を改正、女性の登用を定めた
女性が積極的に運営に参加

東前山自治会 毎年評議員に女性を登用
女性の登用に前向きな取り組み

平井寺自治会 平成４年から評議員に女性を登用
自主防災組織に女性が力を発揮

　

上
田
市
で
は
、
昨
年
１
月
に
施
行
し

た
上
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
第

19
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
事
業
者
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　

表
彰
の
基
準
は
、

⑴
女
性
の
能
力
活
用
や
職
域
拡
大

⑵
家
庭
生
活
と
仕
事
そ
の
ほ
か
の
活

動
と
の
両
立
支
援

⑶
男
女
共
同
参
画
へ
の
職
場
の
環
境

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る

と
い
う
三
つ
で
あ
り
、
市
内
の
事
業
活

動
を
行
う
法
人
、
非
営
利
団
体
、
自
治

会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
事
業
者
が
対
象
で
、

昨
年
９
月
１
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
取
り
組

み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
し
た
。
期
間
内
に
、
６
事
業

者
か
ら
応
募
が
あ
り
、
聴
き
取
り
調
査

を
実
施
し
、
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た

う
え
で
、
次
の
６
事
業
者
の
表
彰
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
の
表
彰
式
に
は
受
賞
者
の

㈲
上う
え

松ま
つ

屋や

旅
館
の
倉
沢
章あ
き
ら

社
長
、
エ

プ
ソ
ン
ア
ヴ
ァ
シ
ス
㈱
の
寺
島
正ま
さ

之ゆ
き

経
営
企
画
室
人
事
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
㈱
の
堤つ
つ
み

宏ひ
ろ

記き

人
事
・
総
務
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
手
塚
自
治
会
の
勅て

使し

川が

原わ
ら

功い
さ
お

自
治
会
長
、
東
前
山
自
治
会
の
春

原
茂し
げ

明あ
き

自
治
会
長
、
平
井
寺
自
治
会
の

窪く
ぼ

田た

伊い

佐さ

雄お

自
治
会
長
が
出
席
し
、
母

袋
市
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

エプソンアヴァシス㈱
　寺島正之経営企画室
　人事グループマネージャー

６
月
23
日
〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

男
女
共
同
参
画
の
推
進
事
業
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
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東前山自治会
　春原茂明自治会長

Ｑ
２　

男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
何
か
変
化
は
あ
り
ま

し
た
か
。

【
上
松
屋
】　

女
性
は
家
庭
事
情
で
長
い
間
、

勤
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
１
年

間
の
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用
し
、
完
全

週
休
２
日
制
に
し
た
こ
と
に
よ
り
定
着
率

が
よ
く
な
り
ま
し
た
。

【
エ
プ
ソ
ン
ア
ヴ
ァ
シ
ス
】　

従
業
員
の
就
労

意
欲
が
向
上
し
、
職
場
に
活
気
が
出
ま
し

た
。

【
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
】　

女
性
管
理
職
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
材
が
誕
生
し
ま
し
た
。

【
手
塚
自
治
会
】　

男
性
で
は
気
づ
か
な
い
よ

う
な
こ
と
が
、
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
で

心
づ
か
い
を
い
た
だ
き
活
動
が
充
実
し
ま

し
た
。
自
治
会
の
規
約
の
改
正
を
し
て
、

女
性
２
名
の
参
画
が
継
続
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
東
前
山
自
治
会
】　

自
治
会
評
議
員
６
名
中

２
名
を
、
女
性
に
す
る
こ
と
が
定
着
し
ま

し
た
。

【
平
井
寺
自
治
会
】　

平
成
４
年
よ
り
平
井
寺

自
治
会
条
例
が
抜
本
的
に
改
正
さ
れ
、
女

性
の
評
議
員
の
選
出
を
規
定
し
て
以
来
、

開
か
れ
た
自
治
会
運
営
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
役
員
全
体
が
若
返
り
、
役
員
分
担
が

責
任
を
持
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
会
議
も
効
率
よ
く
開
か
れ
、
議
長

に
よ
る
進
行
と
責
任
あ
る
議
事
録
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３　

今
後
の
展
望
・
や
っ
て
み
た
い
こ
と

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
上
松
屋
】　

基
本
的
に
は
部
課
長
制
度
を
な

く
し
て
、
す
べ
て
平
列
な
職
場
組
織
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
エ
プ
ソ
ン
ア
ヴ
ァ
シ
ス
】　

今
後
も
、
制
度

運
営
面
の
見
直
し
を
継
続
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
】　

長
期
的
な
人
材
育
成
策

の
推
進
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
手
塚
自
治
会
】　

女
性
協
議
員
と
と
も
に
、

自
治
会
の
活
動
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
東
前
山
自
治
会
】　

女
性
が
役
員
で
あ
る
方

が
ベ
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
多
い
は
ず
。
準

備
を
整
え
て
男
女
共
同
参
画
を
更
に
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
平
井
寺
自
治
会
】　

自
治
会
の
執
行
部
に
女

性
が
参
加
し
て
い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
い
く
体
制
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
４　

受
賞
の
感
想
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

【
上
松
屋
】　

表
彰
事
業
者
の
税
金
な
ど
に
減

免
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
ま
す
ま
す

男
女
共
同
参
画
の
推
進
企
業
が
増
え
て
い

く
と
考
え
ま
す
。

【
エ
プ
ソ
ン
ア
ヴ
ァ
シ
ス
】　

大
切
な
の
は
会

社
が
社
員
、
特
に
女
性
の
声
を
よ
く
聞
い

て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

【
手
塚
自
治
会
】　

会
議
中
の
話
し
合
い
で
感

情
的
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
女
性
の

加
入
に
よ
り
和
や
か
な
雰
囲
気
で
の
話
し

合
い
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

【
東
前
山
自
治
会
】　

少
子
高
齢
化
社
会
の
中

で
、
女
性
が
自
治
会
活
動
に
積
極
的
に
か

か
わ
っ
て
い
か
な
い
と
自
治
会
活
動
は
困

難
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

【
平
井
寺
自
治
会
】　

当
自
治
会
で
は
昨
年
の

山
林
の
大
火
の
中
で
、
自
主
防
災
組
織
の

女
性
役
員
を
は
じ
め
平
井
寺
中
の
女
性
の

炊
き
出
し
な
ど
の
活
躍
に
大
変
感
謝
し
、

女
性
の
活
躍
は
そ
の
後
の
復
旧
へ
の
力
強

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
事
業
者
表
彰
は
、
今
年
の
秋
ご
ろ

に
募
集
す
る
予
定
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５　
　
　

㈲上松屋旅館
　倉沢章社長

平井寺自治会
　窪田伊佐雄自治会長

手塚自治会
　勅使川原功自治会長

シナノケンシ㈱
　堤宏記人事・総務グループ
　グループマネージャー

インタビュー・アンケート
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日時 行事 問い合わせ先

３日木 第21回武石公民館長杯ゲートボール大会 武石公民館　TEL85・2030

４日金 星空コンサート「夏の夜空でボサノバを！」 上田創造館　TEL23・1111

５日土 クローバーカップ市民ゴルフ大会（・6・7日） 体育課　TEL23・6372

６日日

史跡めぐり「埼玉県深谷・行田・熊谷方面」 上田市立博物館　TEL22・1274

市長と外国籍市民との懇談会 事務局（ 秘書課）　TEL22・4100（内線1112）

小県医師会健康フォーラム 小県医師会　TEL24・1022

９日水 親子ふれあい「広場新聞紙や紙で遊ぼう」 中央公民館　TEL22・0760

12日土
「緊急課題の基礎知識」 in   塩田公民館 塩田公民館　TEL38・6883

池波正太郎真田太平記館開館10周年記念特別講演会 池波正太郎真田太平記館　TEL28・7100

13日日 八日堂　信濃国分寺蓮のフェスタ 信濃国分寺　TEL24・1388

14日月 老後の生き方・暮らし方講座（全５回） 市民プラザ・ゆう　TEL27・2988

16日水 リラックスセミナー（全３回） 健康推進課　TEL23・8244

20日日 文化講演会「新おもろ左右記帳」 上田創造館　TEL23・1111

22日火 自然の香りを楽しむ会（全３回） 健康推進課　TEL28・7123

24日木
歴史探訪「佐久地方の文化財を訪ねる」 丸子郷土博物館　TEL 42・2158　

ふれあいさなだ館イベント「手品ショー」 真田温泉ふれあいさなだ館　TEL72・2500

26日土

夏休み子どもアート教室（～８月３日） 山本鼎記念館　TEL22・2693

普通救命講習会 川西消防署　TEL31・0119　

上田市学童野球大会（～８月３日） 体育課　TEL23・6372　

29日火 夏休み工場見学会（全６回） 商工課　TEL23・5396　
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